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口承の時間と空間

日本口承文芸学会会長 三三f甫¢古三三

古代文学と口承文芸とを行き来しながら
伝承について考えていると、普段気づかな
い興味深いことがいろいろ見えてくる。

たとえば、古事記で、アマテラスを天の
岩屋から引き出す時、演出家であるオモヒ
カネの神の脚本に従って神々は祭りをし、
最後の場面で鏡を見せる o 鏡に映った姿に
驚いたアマテラスをタヂカラヲが岩屋から
引き出して、世界は光を取りもどすという
よく知られた神話だが、あの、鏡を見て驚
く場面は、昔話「松山鏡Jとおなじモチー
フだとしか考えられない。天皇家の祖先神
アマテラスが、ちょっと間抜けな笑われ者
の神だったというごとに気づくだけで、な
んだか楽しくなってしまう o 播磨国風土記
には、一本の矢で二羽のカモを射落とすサ
キタマという弓の名人がいて、鴨取り権兵
衛のご先祖かと思ってしまう o

このような話を読んでいると、神話の零
落したものが昔話であるという柳田国男以
来の信仰的前提も疑わしくなる。もちろん
柳田の言う神話は、古事記のような書かれ
た神話ではないが、少なくとも、話を語る
乙との楽しさは、古代でも現代でも変わら

ないはずだと思わされる D

瞬間的に消えてしまう音声を通して伝えら
れる口承文芸にとって、時間は大きな障碍
であるとともに、火事や紙魚や湿気など大
敵の多い書物を何百年も守り伝えることに
比べれば、語りが千年の時間を超えるごと
など簡単なことなのかもしれない。口承の
時間というのは、我々の生活時間とまった
く別の単位のなかにあるのではないだろう
か。
空間についても、同じようなことが言え

るはずだ。必要があって最近、 「瓜子姫J
について考えていたのだが、東北型と西南
型との違い、殺される瓜子姫の東北と中国
地方との繋がりなどに目を向けていると、
伝承が空間を超えていく時の、超え方とい
ったものに興味をそそられる D とても信じ
られないようなスピードで、くまなく張り
めぐらされた網の自の上を伝承は走り廻っ
ているのだろうか。
昔話研究の膨大な恩恵、に浴しながら、伝

承における時間や空間の超え方について、
今しばらく、考え続けてみたいと思ってい
るO
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講演に先立って、 「にっぽん綱引ー農
耕海洋民の壮大な儀式J (日本テレビ)
のビデオによって、東北から沖縄に広が
っている日本の綱引きと海外の韓国綱引
きを紹介し、さらに、沖縄でも最大の綱
引きである「那覇の大綱挽J (R B Cテ
レビ)のビデオによって、沖縄の綱引き
を紹介した。

その上で、綱引きが濃密に分布してい
るのは、九州、沖縄であるが、本州、|でも
鳥取では 57か所で行われ、綱引き行事 日本口承文芸学会大会の講演の一人は
が行われていないのは、北海道、岩手、 会場校の遠藤庄治氏、題目は「沖縄伝承
宮城、栃木、静岡、長野、山梨、愛知、 話の天と地J。講演資料はA4プリント
島根、香川の一道九県であるごと。綱引 用紙 62頁に渡る貴重な沖縄の民話資料
きの期日は、小正月が最も多く、そのほ 131話を掲載。その項目は、 「沖縄の
かに、端午の節句、盆、八朔、十五夜、 天」、 IIr天神と地」、血「天界往来J
亥の子の祭りなど二十種の異なる日に行 IV r天の子Jの4項目 o 全内容に渡って
われ、綱の形には一本綱、蛇型の綱、雌 紹介は不可能であるので、ここでは天か
雄の綱などがあるとと、また綱の引き方 ら降りてきたアーマンチューの話に限定
には、綱を担ぎ回り、綱を引きずり、引 して紹介する o まず、演題の「沖縄伝承
いてから切る、引いてからトグロ巻きに 話Jの命名についての説明があった。民
するなどが行われているごと。さらに、 話とか昔話という題目にしなかった理由
綱引きは、年占・豊鏡祈願として子供組 としては、沖縄には壬様の話や高級な貴
と青年組、地域対抗、男女対抗などの双 族の話が大変多く含まれており、口承書
分組織によって行われ、綱引きが終了し 承ともに存在するが、王の一門の子孫に
た後は、 九草履を添えて放置、藁人形を よって現在も語り伝えられていることか
焼く、綱を切る、綱を川に流す、綱を焼 ら民話と呼ぶよりは沖縄の口伝えの伝承
くなどの方法で綱を処理しているごとが を総合的に「伝承話Jとするのが相応し
報告された。 いと述べられた。

以上の本土における綱引きの紹介の後 沖縄では天のことはアマであり天下か
で、沖縄の綱引きが紹介された。沖縄で ら降りて来る人のことをアーマンチュー
は、かつては三百十か所で行われ、現在 という o 沖縄で最も多く語られている天
も百七十か所で、正月、六月ウチマ一、 にかんする話のうち、最もよく知られて
六月カシチ一、六月シヌグ、盆、八月カ いるのが「天人女房」の話で、沖縄本島
シチ一、八月十五夜などで行われている だけでも数話型ある o この話は中国から
が、早魅のときには雨乞い行事として行 渡ってきて朝鮮半島を経て沖縄に南下し
われることがあり、また、年に二回引く た話と思われ、沖縄本島北部から南部に
ところ、何年かの周期で引くところもあ かけて点々と伝承されている D その最も
るとのこ どであった。沖縄の綱の形は、 知られた話が察度王の話。この王は、天
雌雄の綱を「かんぬきJと呼ばれる棒で 女の子どもであり、宜野湾の森川の話と
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公開講演 平敷令治氏

# "の，91 
《報告》 遠藤庄治

結合するものが多いが、中には「かんぬ
き複数型Jもある o 綱の引き方は、綱担
ぎの後で引くところと綱の引きだけの所
があり、年占として東、上、北の側が雄
綱で、西、下、南の側が雌綱を引き、東
が勝っと、ユガフ(世果報)になるとす
る所が多い。綱引きの後、海や川に綱の
一部を流すか焼く、綱の一部と藁人形を
焼く、綱の一部を焼いてから流すなどの
方法で処理する o 最後に本土、沖縄、韓
国の綱引きを比較して、講演のまとめと
した。

公開講演 遠藤庄治氏
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房の話型を「始祖誕生型j と「幸福婚姻
型」に分け、主として、沖縄における天
人女房の昔話の各類型について紹介して
もらい、その上で山下氏からは、本土・
奄美諸島の天人女房について、始祖説話
を含む伝承を述べてもらった。三原氏か
らは、天人女房について考察する際に日
頃は欠落しがちな南米大陸の先住民が伝
える天人女房について紹介してもらい、
依田氏には、韓国の天人女房について述
べてもらったが、その中で、韓国の天人
女房には、始祖伝承に展開する伝承がな
いのは、韓国社会の強固な父系性による
ものだという指摘が聴衆にも強い印象を
与えていたように思われる。吉田敦彦氏
には最後のまとめをしていただいた。た
だし、六名の方の発表の後で、フロアか
らの発言も十分に受け止めるべきであっ
たが、その時聞がほとんどなかったこと
は、司会を担当した私の責任である。

生涯の研究のまとめとして、大著を次
々に発刊しておられる大林太良氏に参加
してもらえなかったことは残念ではある
が、各氏の内容豊かな発表によって、大
会に参加した方々も満足しておられたよ
うであり、少数の参加ではあったが地元
宜野湾市民からは極めて好評であった。

なお、このシンポジュウムの内容に初
日の講演で「沖縄伝承の天と地j として
提供した百二十一話も参考資料として加
えてもらえれば幸せである。
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『どーぴんさんすけ さるなまぐ』山
田和郎・山田裕子 みやぎ民話の会
1999.2 

「国立歴史民俗博物館研究報告J77、
80、82号 1999.3

「民俗博物館研究紀要J16号奈良県
立民俗博物館 1999.3 

「千葉大学ユーラシア言語文化論集J
2号、別冊 1号千葉大学文学部j

1999.3 

「紀要J9号 大田区立郷土博物館
1999.3 

「白い国の詩J1999年3---8月号東
北電力株式会社地域交流部創憧社
1999.3---8 

「国文学研究資料館館報J52号 1999.
3 

文国学大子女南甲号文
J

国
的

南

ω
甲「

会
・円子

. If中国地方農村の口承文芸一語り物の
書・テキスト・パフォーマンスー』井口
淳子 風響社 1999.3

. If J馬淵川流域の民俗』青森県環境生活
部県史編さん室青森県 1999.3 

「函館昔話J11号 函館パルス企画
1999.4 

「日本研究J19号 国際日本文化研究
センタ一 角川書居 1999.6 

「聴く・語る・創るJ7号 日本民話
の会 1999.6 

「日本民話の会通信J 144号 日本民
話の会 1999.7 

一一一子栄作
小田百n」羅陀畠

又
円
，
J

'rへ
の
u
d

一
干
に
ヘ

n可
u

一
五
日

の国
居

中
書

『
井作

小

「同志社国文学J49、50号同志社大 ・『世界の妖怪たち』日本民話の会・外
学国文学会 1999.1、3 国民話研究会 三弥井書庖 1999.7 
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.1999"'-'2000年度 日本口承文雲皐曾役員名簿

事

事

監

幹

レ

し

レ

し

レ

し

、t
J

I

寸

.4

『
寸

A.

、BJ
、1'
J

1

4

崎

東

東

国

国

東

縄

)
)
)
)
)
)
)
沖
)
.
)
)
.
)
四
中
)
)
.
)
)
)
)
「
)
沖

韓
京
東
京
京
東
東
畿
京
・
京
道
部
部
道
畿
・
・
京
京
道
東
京
畿
室
長
、
・

州

海
a

海

国

国

海

川

浩
一
見
関
東
東
関
関
近
東
九
東
北
中
中
北
近
中
四
東
東
北
関
東
近
東
近
関
た

富
司
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(

は
之
平
治
志
子
造
子
子
穂
子
司
英
人
滋
利
一
夫
子
枝
己
和
弘
子
徳
一
子
雄
大
意
一
口

側
佑
照
重
属
員
順
久
美
理
一
正
達
昭
史
正
威
憲
釜
和
も
美
裕
貞
昌
史
顕
登
欣
温
遠
展
浩

木

と

定

浦
倉
沼
島
原
田
島
島
島
井
々
木
木
田
原
石
中
田
村
中
藤
井
鍋
宮
山
田
下
康
坂
石
藤

順
三
飯
磯
大
荻
川
君
小
小
酒
佐
鈴
高
武
竹
立
田
徳
中
萩
兵
藤
真
間
丸
富
山
小
保
立
内

博

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

五

長

事

(

会

理

各委員会

大会 長
三浦佑之

大機関誌編集委員会
委 員 長 飯 倉 照 平

酒井正子
高木史人
徳田和夫
藤井貞和
間宮史子

大研究例会委員会
委員長荻原員子

川田 )1頃造
小島美子
兵藤裕己

大庶 務
委 員 長 大 島 康 志

磯沼重治
中村とも子

登田{呂

L
l
 長口貝委

ム一品
ム
N

0伝え 25号は、 1999年 9月の発行予定でしたが、大幅に遅れました。
ごさに お詫びいたします編集担当)

日本口承文芸学会への入会希望者は入会申込書をご請求下さい。
入会金 1000円年会費 4000円
入会申込書請求先:号150-8440東京都渋谷区東4-10-28

園翠院大学文学部伝承文学研究室(野村教授)内
日本口承文芸学会事務局 803-5466-0224

送金先[郵便振替] 00180-4-44834 
The Society for Folk-Narrative Rescarch of Japan 

c/o Prof. J. Nomura， Kokugakuin University， 
4-10-28， Higashi Shibuya-ku， Tokyo，干150-8440，Japan 

口承文芸に関心のある方を広くご紹介下さい 女編集担当は、大島広志・蜘重治・中村とも子です。
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